
Eメール 

zama.saigaiVN@gmail.com 

★連絡先 

〒252-0028 

座間市入谷東２－８   ２－９１４ 

特定非営利活動法人 

ざま災害ボランティアネットワーク 

できることを 

  できるときに 

    できるだけ 

 

 NPOざま災害ボランティアネットワークは災害

時には、我が身の安全を確保した後、家族の安

全を確認、近隣の手当てをしたのちに座間市地

域防災計画に則り「災害救援ボランティアセン

ター開設・運営」に参加します。そのために、年２

回、座間市社会福祉協議会、座間青年会議所、

座間市と連携して訓練を行っています。 

 平時の活動は、座間市との協定による「市民

減災・災害対応事業」を行い「体験型減災・災害

対応訓練」、「災害避難所開設・運営訓練」、「市

民防災・減災講座」などを行っています。 

 そのほか、各方面からの要請を受けて、市内

の自治会・自主防災会・幼稚園・保育園・小中学

校・高等学校・養護学校、児童ホーム、福祉施設

などの防災研修のお手伝いをしています。 

 毎年1月の「防災とボランティア週間」には、座

間市役所1階市民サロンで「ぼうさいカフェ」を

開催し、市民の方とコーヒーを飲みながら市民

目線の危機管理意識の啓発災活動を行ってい

ます。 

 １月２３日には、座間市と協働「座間市いっせ

い防災行動訓練（シェイクアウト・プラス１訓

練）」をで実施しています。 

 2018年度からは、座間市消防本部の協力を

いただき、2月並びに8月に、SL災害ボランティ

ア推進委員会が行う「災害救援ボランティア講

座（県央・相模原）」を行いその活動を支援して

います。 

市民のみなさまの参加をお待ちしています。 

「減災と災害対応」がわが身と家族を守る 

「生き残らなければ 

   何も始まらない」 

ホームページ：https：//zsvn.net/ 

《市民防災啓発事業》 

学童ホーム防災事業（2021年度） 

   体験型 減災・災害対応訓練 

災害食普及活動 

サマーボランティア災害対応講座  

SL災害救援ボランティア講座など 

マイ発電所プロジェクト 

自分で電気を作る！ 

2022/01 



 わたしたち「NPO法人 ざま災害ボランティア

ネットワーク」は、座間市や首都圏に大規模な災害

が起きたとき、被災した方々を、いち早く適切に支援

することを目的とした災害救援活動ボランティア団

体です。 

 １９９５年１月１７日、「関西には地震がない」とい

う神話を覆して阪神淡路地区を襲った地震は、都

市直下型地震として大きな被害をもたらせました。  

 また、２０１１年３月１１日の「東日本大震災」も想

定をはるかに超える被害をもたらす震災となりまし

た。残念ながら、現在の科学では地震の予知は困

難なようです。 

 私たちのできることは災害の被害に備えること。

被害を最小限に抑えること、「減災活動」が市民の

危機管理の基本だと考えます。減災の基本は、私

たち一人ひとりが「わが身と家族の安全を確保す

る」ことにつきます。そのためには「家屋の耐震化や

生活空間の耐震化」に取り組むことです。 

 わが身の安全を確保した後、近隣の安否確認と

出火があったら「消火活動」に専念することです。阪

神淡路大震災の際に、救出された８０％の方々は

近隣の方々の力でした。残念ながらプロの方々の

数は足りません。近隣の方々の助け合いの力が減

災の決め手となります。 

 

 「参加しよう。助けあおう。」 

「自助」・「隣助」・「共助」のネットワークが 

地域の安全・安心を生み出します。 

災害で、 

「死なない、ケガをしない、火事を出さない」 
ＺＳＶＮ会員加入仮申込書 

 体験型防災訓練は、災害時に生き延びるために必要な「技」を

習得する体験型訓練です。テーマは、「出す」「飲む」「食べる」＋

「情報の確保（電力の自助）」です。災害対応は、知っていても「で

きなければ」役に立たないのです。 

「生き残らなければ何も始まらない」という思

いを、座間市内の多くの場所に伝えるために

NPOきづき様と連携して、相武台駅南口の

「コミュカフェ LINKS」を会場に小さな「防

災塾」を開設して身近な減災活動に取り組

んでいます。 

 私はざま災害ボランティアネットワーク活動の趣

旨に賛同し、貴会の規約を了承のもとに入会（個

人・団体・サポート会員）したく申し込みます。 

★災害ボランティアセンター開設訓練 

 座間市及びその周辺地域で大規模な災害が発生したときには、

座間市の要請で社会福祉協議会が「災害救援ボランティアセン

ター」を設置します。 

ざま災害ボランティアネットワークは社協、青年会議所並びに座間

市と連携してセンターの要員として支援活動を行います。そのため

に必要な訓練を定期的に行っています。 
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この個人情報は、ZSVNの活動以外には使用しません。 

入会年月日 会員番号 会費区分 

  個人（K・S ） 

団体・企業 

★体験型減災・災害対応訓練 

★まちなか防災塾  


